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保 険 医 年 金
予定利率

１．２５６％
春の受け付け
スタート
予定利率（最低保証利率）による運用のため、リスク
が少なく老後の生活設計に最適です
短期のご加入では積立金が掛け金を下回ります

加入資格 満74歳までの協会会員で加入日現在
健康で正常に就業されている方

様々なシーンにあわせて
自在に使える

ライフプランに合わせて老後の安心を
自在性＋安定性 老後のくらしは

これで安心

年金受給
15年年金
月額約34万円

教育資金
5口解約
約960万円

機器の買い換え
5口解約
約620万円

継承資金
8口解約
約2,100万円

10口加入

現在約５万８千人が加入し、１兆1000
億円を超える大規模の責任準備金
と、年金受給額を一度も減額してい
ないことが加入者に喜ばれています

ライフプランの設計に最適です！
※35歳で加入した一例
　35歳10口加入
　40歳10口増口
　45歳10口増口 5口解約
　50歳10口増口 5口解約
　60歳 8 口増口 8口解約

60歳

　65歳になってから、年
金受給をはじめました。
月々約34万円受給して
おり、余裕のある生活を
楽しんでいます。

65歳50歳45歳

35歳 40歳 50歳 60歳 65歳

10口増口

10口増口 10口増口 8口増口

※現在の予定利率1.256％で試算したものです

●１口単位で必要なときに解約できる
●掛け金の払い込みがしんどい…便利な中断制度あり

2007年度
配当実績 1.334％

※予定利率1.256％＋配当0.078％
※ 2007年度配当実績であり、2008年度の配当を約束
するものではありません。

｢月払｣

｢一時払｣
加入
期間

保険医年金
元利合計

　５年 １，０３６，４００円
１０年 １，０９８，２００円
１５年 １，１６３，６００円
２０年 １，２３２，８００円

２口100万円

※ １口につき運営事務費5,000円・委託手数料5,850円を差し引
いた金額です

加入
期間 元金 元利合計

１０年 １２，０００，０００円 １２，４３８，０００円
１５年 １８，０００，０００円 １９，２１９，０００円
２０年 ２４，０００，０００円 ２６，４０３，０００円
２５年 ３０，０００，０００円 ３４，０１６，０００円

「月払」10口（10万円）で、
こつこつ貯めると　　

※「月払」「一時払」とも現在の予定利率1.256％での試算
※１口につき運営事務費100円・委託手数料117円・遺族特約
　保険料６円を差し引いた金額です

加入日と掛け金の振込みは？Ｑ

Ａ 　加入日は９月１日です。月払の場合は
８月中旬に第一回の掛け金を銀行口座よ
り自動振替いたします。一時払は８月10
日までに当会指定の口座にお振り込みい
ただくよう案内いたします。

中途解約はできるの？Ｑ
　口数単位で積立金が受け取れます。但し、加入期間
によって積立金が払い込掛け金累計額を下回ることが
あります。元本回復期間は月払で約４年、一時払で約
２年です。

Ａ

掛け金の払い込みをストップしたい時は？Ｑ
　掛け金払い込みが一時的に困難となりましたら、中
断制度が利用できますので協会へお申し出下さい。掛
け金の払い込みはお好きな時から再開できます。

Ａ

どこに委託してるのですか？Ｑ
　生命保険会社４社（三井・明治安田・富国・ソニー）に委託し、リ
スクを分散しています。Ａ

年金の受給額が減ることはないですか？Ｑ
　保険医年金は会員の老後保障を目的に1968年に創設され、大規模な
私的年金として発展してきました。発足以来、年金制度で最も大切で
ある年金受給を開始された方の受給額を減らしたことはありません。

Ａ

加入は何口まで？Ｑ
〔月　払〕１口１万円、30口（30万円）まで。
〔一時払〕 １口50万円、毎回40口（2000万円）まで。
　　　　　 月払の保険医年金に加入されている方が加

入できます。（昨年加入された方も今年40
口まで加入できます。）

Ａ

Ｑ 年金受給はいつから？

　加入期間が５年経過していれば、何歳からでも年金として受け取る
ことができます。年金受給時には、10年・15年確定、15年・20年
逓増年金から選択して下さい。
　年金は年４回（２月、５月、８月、11月）３カ月分ずつ支給さ
れます。

Ａ

万一、積立中や年金を受けている時に加入者が死亡した場合は？Ｑ
　積立中、加入者が死亡した場合は、積立金に１口１万
円をプラスして、一時金または年金として全額ご遺族に
お支払いいたします。年金受給中に死亡された場合は、
継続受取人に引き続き残りの期間を年金としてお支払い
いたします。また、残金を一時金として受け取ることもできます。

Ａ


